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愛
知
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
　
理
事
長
　
土
岐 

昌
一

「
丙
午
」の
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
味
方
に

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
組
合
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
八
年
は
、
干
支
で
い
う
と
「
丙
午
（
ひ

の
え
う
ま
）」
の
年
で
す
。
60
年
に
一
度
巡
っ
て

く
る
特
別
な
年
で
、
古
来
よ
り
変
化
や
革
新
の

気
運
が
高
ま
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
丙
（
ひ

の
え
）
は
「
火
の
陽
」
を
意
味
し
、
午
（
う
ま
）

は
「
成
長
」
や
「
活
発
さ
」
を
象
徴
し
ま
す
。

こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
組
み
合
わ
せ
は
、
こ
れ

ま
で
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
取
り
組

み
に
挑
戦
す
べ
き
年
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
我
々
社
交
飲
食
業

界
も
、
こ
の
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
成
長
へ
の
推

進
力
に
変
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
政
治
経
済
情
勢
は

依
然
と
し
て
不
透
明
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
が
長
期
化
し
、
そ
れ
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
や
原
材
料
費
の
高
騰
は
、
我
々
の
経
営
を

直
撃
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
円
安
が
続
く
中
で

の
物
価
上
昇
は
、
お
客
様
の
消
費
マ
イ
ン
ド
を

低
下
さ
せ
ま
す
。
不
景
気
に
拍
車
が
か
か
る
懸

念
は
払
拭
で
き
ず
、
そ
の
影
響
を
真
っ
先
に
受

け
る
の
が
社
交
飲
食
業
界
で
す
。
我
々
と
し
て

は
、
さ
ら
に
経
費
の
見
直
し
や
サ
ー
ビ
ス
の
付

加
価
値
向
上
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

我
々
の
事
業
の
土
台
で
あ
る
「
安
心
・
安
全

な
繁
華
街
」
の
実
現
は
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

特
に
、
客
引
き
行
為
は
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
著

し
く
損
な
い
、
お
客
様
の
足
を
遠
の
か
せ
ま
す
。

幸
い
、
今
年
秋
に
愛
知
で
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア

競
技
大
会
に
向
け
、
行
政
や
警
察
は
繁
華
街
の

浄
化
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

我
々
組
合
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
客
引
き
防

止
活
動
と
方
向
性
を
一
に
す
る
も
の
で
す
。
行

政
や
警
察
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、
業
界
の

自
浄
作
用
を
発
揮
し
て
、「
誰
も
が
安
心
し
て
楽

し
め
る
、
国
際
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ナ
イ
ト
タ

イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
地

域
社
会
に
お
け
る
我
々
の
責
務
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
際
し
て
は
、
国
内
外
か

ら
多
く
の
方
々
が
訪
れ
ま
す
。
我
々
社
交
飲
食

業
界
は
、
来
訪
者
に
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
や
癒
し
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
域
経
済
を
支
え
る
と

い
う
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。「
接

待
・
交
流
の
拠
点
」
と
し
て
質
の
高
い
空
間
と

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、「
ま
た
愛
知
に
来
た
い
。

こ
こ
で
交
流
し
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、
地
域
に
根
ざ
し
た
社
交
飲
食
業
の
持
続
的

な
成
長
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
好
機
を
活

か
し
、
地
域
経
済
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
る
よ

う
、
組
合
と
し
て
も
経
営
安
定
の
た
め
の
支
援
、

業
界
地
位
向
上
の
た
め
の
活
動
に
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
丙
午
の
年
の
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
味
方
に
つ
け
、
難
局
を
乗
り
越
え
て
、
共
に

明
る
い
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
、
県
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

素
晴
ら
し
い
1
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
7
月
、
つ
い
に
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
「
I
G
ア
リ
ー
ナ
」

が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、「
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
」
が
開
園

か
ら
3
年
を
、「
S
T
A
T
I
O
N 

A
i
」
が

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
1
周
年
を
迎
え
た
ほ

か
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
祭
典
「
T
e
c
h
G
A-

L
A 

J
a
p
a
n 

2
0
2
5
」、
愛
知
万
博
20

周
年
記
念
事
業
「
愛
・
地
球
博
20
祭
」、
3
年
に

1
度
の
国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
2
0
2
5
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
愛

知
を
訪
れ
、
賑
わ
い
と
笑
顔
に
溢
れ
た
1
年
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
」
や
「
S
T
A
T
I
O
N 

A
i
」
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た

愛
知
の
力
と
、「
I
G
ア
リ
ー
ナ
」
な
ど
新
た
に

加
わ
っ
た
力
を
原
動
力
と
し
て
、
世
界
と
大
交

流
し
な
が
ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
生
み
出
し
、

愛
知
の
更
な
る
飛
躍
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
9
月
に
ア
ジ
ア
最
大
の
平
和

と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大

会
」
が
、
10
月
に
は
ア
ジ
ア
最
大
の
障
が
い
者
の

国
際
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
第
5
回
ア
ジ
ア
パ

ラ
競
技
大
会
」が
、
い
よ
い
よ
開
幕
を
迎
え
ま
す
。

　

両
大
会
は
、
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
と
の
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
愛
知
・
名
古
屋
の
魅
力
を
世

界
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
と
一
緒
に
、
両
大
会
を
大
い
に

盛
り
上
げ
、
愛
知
を
更
に
元
気
に
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
2
7
年
の
「
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
年
次
総

会
」、
2
0
2
8
年
の
「
技
能
五
輪
国
際
大
会
」

な
ど
、
今
後
も
、
愛
知
を
元
気
に
し
、
日
本
を

元
気
に
す
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押

し
で
す
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
世
界
の
情
勢
に
的

確
に
対
応
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
着
実
に
進
め
、
日
本
の
成
長
を
牽
引
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
取
組
と
あ
わ
せ
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
を

始
め
、
社
会
基
盤
整
備
や
農
林
水
産
業
の
振
興
、

教
育
、
女
性
の
活
躍
、
医
療
・
福
祉
、
感
染
症

対
策
、
環
境
、
雇
用
、
多
文
化
共
生
、
防
災
・

交
通
安
全
、
東
三
河
地
域
の
振
興
な
ど
、
県
民

の
皆
様
の
生
活
と
社
会
福
祉
の
向
上
、
次
代
の

愛
知
を
担
う
「
人
づ
く
り
」
に
も
全
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
日
本
一
元
気
な
あ
い
ち
」、
県

民
の
皆
様
す
べ
て
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

「
日
本
一
住
み
や
す
い
愛
知
」、
す
べ
て
の
人
が

輝
き
、
未
来
へ
輝
く
「
進
化
す
る
愛
知
」
の
実

現
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

愛
知
県
知
事
　
大
村
秀
章

ア
ジ
ア
大
会
を
機
に
、

　
　
　
　
　
愛
知
の
魅
力
を
世
界
へ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
い
よ
い
よ
９
月
に
ア
ジ
ア
競

技
大
会
が
、
10
月
に
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
が
、

こ
の
愛
知
・
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
両
大

会
は
本
市
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
規
模
の
国
際
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。
市

民
の
皆
様
と
一
緒
に
大
会
を
盛
り
上
げ
、
最
高

の
舞
台
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
、
愛
知
県
や
組

織
委
員
会
と
力
を
合
わ
せ
、
開
催
に
向
け
た
準

備
を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
も
な
く
４
月
に
は
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
名
古
屋
市
瑞
穂
公
園
陸

上
競
技
場
が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、

大
会
を
通
じ
て
生
ま
れ
る
レ
ガ
シ
ー
を
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
、
共
生
社
会
の
実
現
な
ど
、
様
々
な

分
野
に
活
か
し
て
い
く
考
え
で
す
。
こ
の
愛
知
・

名
古
屋
で
両
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
、
必
ず

や
市
民
の
皆
様
に
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

両
大
会
の
開
催
と
並
行
し
て
、
本
市
の
魅
力

向
上
や
地
域
の
活
性
化
、
そ
し
て
国
際
的
な
存

在
感
を
高
め
る
重
要
な
取
組
み
も
控
え
て
お
り

ま
す
。

　

５
月
に
は
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
消

防
関
係
職
員
が
集
う
「
第
34
回
ア
ジ
ア
消
防
長

協
会
総
会
」
を
開
催
し
、
本
市
の
消
防
力
と
国

際
的
な
連
携
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

国
際
消
防
・
防
災
展
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
地
域
と

の
繋
が
り
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
会
後
の
2
0
2
7
年
に
は
、
各

国
の
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
な
ど
が
一
堂

に
会
す
る
「
第
60
回
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
年
次
総

会
」
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
各
国
と
の

結
び
つ
き
を
よ
り
深
め
る
機
会
と
な
る
よ
う
、

関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
開
催
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
豊
臣
秀
吉
・
秀
長
兄
弟
を
描

く
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
！
」
が
放
送
さ
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
を
活
か
し
、
兄
弟
の
生
誕
地

で
あ
る
中
村
区
の
中
村
公
園
に
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
す
「
豊
臣
兄
弟
！ 

名
古
屋
中
村 

大
河
ド
ラ

マ
館
」
を
中
心
と
す
る
誘
客
促
進
の
取
組
み
を

進
め
、
名
古
屋
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
都
心
に
お
け
る
回
遊
性
の
向
上
や

賑
わ
い
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
２
月
に
は
名
古

屋
駅
―
栄
間
に
お
い
て
、
新
た
な
路
面
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｒ
Ｔ
の
運
行
を
開
始
い
た
し
ま

す
。
Ｓ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
よ
り
、
沿
道
が
持
つ
ま

ち
の
価
値
を
高
め
、
新
し
い
都
心
風
景
を
創
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
に
は
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
福
祉
・
医

療
体
制
の
強
化
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
中
小

企
業
へ
の
支
援
、
災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り
な

ど
行
政
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
そ

れ
ら
の
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
解
決
し
、

市
民
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
に
「
豊
か
で
楽
し

い
名
古
屋
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
古
屋
市
長
　
広
沢
一
郎

市
民
の
皆
様
が
誇
り
を
持
て
る

　
　
　
　
　
　
　
ア
ジ
ア
大
会
に
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　「
元
気
は
福
岡
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
、全
社
連
主

催
の「
第
49
回
全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者
福
岡
大

会
」が
10
月
27
日
に
福
岡
国
際
会
議
場
な
ど
で
開
催

さ
れ
、愛
知
を
含
む
36
都
道
府
県
の
社
交
飲
食
組

合
か
ら
約
9
0
0
名
の
代
表
者
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
杉
元
美
智
代
大
会
委
員
長（
福
岡
理

事
長
）と
中
島
ヒ
ロ
子
大
会
会
長（
全
社
連
会
長

／
熊
本
理
事
長
）が
あ
い
さ
つ
。
地
元
か
ら
服
部

誠
太
郎
福
岡
県
知
事（
代
読
）、
藏
内
勇
夫
福
岡
県

議
会
議
長
、
高
島
宗
一
郎
福
岡
市
長（
代
読
）が
歓

迎
の
言
葉
を
述
べ
た
あ
と
、
生
活
衛
生
功
労
者
へ

の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
体
会
議
で
は

大
会
宣
言
と
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
。
続
い
て

来
賓
代
表
の
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
2
0
2
6
年

10
月
26
日（
月
）に
開
催
予
定
の
宮
城
大
会
に
向

け
て
宮
城
県
組
合
が
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
懇
親
会

で
は「
第
17
回
全
社
連
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
大
会
」

が
行
わ
れ
、
全
国
8
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
中･

四
国

ブ
ロ
ッ
ク
の
藤
原
し
の
ぶ
さ
ん
が
優
勝
。
中
日
本

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
布
施
壮
汰
さ
ん（
大
阪
代
表
）

は
J
O
Y
S
O
U
N
D
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
閉

会
後
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
福
岡
の
業
界
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

功
労
者
を
表
彰
、大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択

カ
ラ
オ
ケ
優
勝
は
中･

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

◎
組
織
拡
大
と
強
化
に
努
め
る

◎
消
費
拡
大
に
向
け
交
際
費
枠
の
拡
大
を
求
め
る

◎
消
費
税
減
税
並
び
に
免
税
枠
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

◎
安
心
安
全
な
繁
華
街
を
目
指
し
反
社
会
的
勢
力
の

排
除
に
努
め
る

◎
顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
明
確
な
料
金
表

示
を
徹
底
す
る

◎
納
税
の
た
め
の
公
庫
融
資
の
確
保
を
求
め
る

◎
全
国
の
生
衛
組
合
活
動
推
進
月
間
強
化
に
努
め
る

◎
衛
生
管
理
を
徹
底
し
食
品
衛
生
水
準
の
向
上
と
維

持
に
努
め
る

福
岡
国
際
会
議
場
に
て

中
島
大
会
会
長

（
全
社
連
会
長
／
熊
本
理
事
長
）

杉
元
大
会
委
員
長（
福
岡
理
事
長
）

2026年大会への参加を呼びかける宮城県組合

カラオケ大会出場者の皆さん

大会旗を宮城県組合へ 大会スローガン

全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者

「
福
岡
大
会
」開
催

2
0
2
6
年
大
会
は
宮
城
で
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会って感謝を伝えられた喜び
事務局長の福岡大会体験記

　
愛
知
か
ら
は
土
岐
理
事
長
は
じ
め
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

入
職
数
年
の
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
全
国
大
会
。
目
的
は
、
日

頃
メ
ー
ル
や
電
話
で
や
り
と
り
し
て
い
る
他
県
の
方
々
に
直

接
、
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
し
た
。
と
い
う
の

も
、
特
に
令
和
7
年
度
は
愛
知
社
交
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新

す
る
こ
と
に
な
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
全
社
連
や
他
県
の
事
務
局
の
方
々
に
助
け
て
い
た

だ
い
た
か
ら
で
す
。
実
際
に
お
会
い
で
き
た
と
き
は
感
激
し
、

短
い
時
間
な
が
ら
も
お
話
し
で
き
て
心
も
近
づ
け
た
気
が
し
ま

す
。「
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
や
っ
て
い
け
た
ら
い
い
よ
ね
」と

言
っ
て
く
だ
さ
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
熱
気
と
厳
粛
さ
を
感
じ
た
式
典
、
花
道
を
作
っ
て
晴
れ
や
か

に
お
出
迎
え
い
た
だ
い
た
懇
親
会
。
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
で
は
、

若
い
世
代
の
応
援
が
活
気
に
満
ち
、
愛
知
も
若
い
世
代
が
活
躍

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
運
営
の
ご

苦
労
も
垣
間
見
え
た
全
国
大
会
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の

愛
知
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
飯
星
）

中塩高志副理事長
（岡崎支部長）

厚
生
労
働
省

健
康･

生
活
衛
生
局
長
表
彰

愛
知
県
知
事
表
彰

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

中
央
会
理
事
長
感
謝
状

全
国
社
交
飲
食
業

生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

会
長
表
彰

寺本浩二副理事長
（中支部）

鈴木隆博常務理事
（豊橋支部）

河合秀昭副理事長
（豊田支部長）

生
活
衛
生
功
労
表
彰

食物アレルギーと
ノロウイルス対策をテーマに
　愛知県生活衛生同業組合連合会は、10月3
日に名古屋市千種区のルブラ王山で「令和7
年度講習会」を開催しました。
　前半は、食物アレルギーをテーマに管理栄
養士でメーキュー株式会社衛生管理部係長の
榎本由紀子氏が講演。食物アレルギーの原因
物質（アレルゲン）や発生状況などについて
解説し、「最近はくるみなど木の実による事
故が増加。原材料表示をよく確認して事故防
止を」と助言しました。
　後半は、ノロウイルス対策をテーマに日本
食品衛生協会HACCP普及指導員の髙野英雄
氏が講演。ノロウイルスの特徴や食中毒事
例、発症していなくてもウイルスを排出する
「不顕性感染者」などについて説明し、トイ
レやドアノブの消毒、石けんによる手の二度
洗いの大切さを強調しました。

榎
本
氏

髙
野
氏

　愛知県社交飲食組合事務局の呼びかけによ
り、組合加入店など10店舗が、中小企業支援
事業「Big Advance」（株式会社ココペリ）を
来店者に告知する施策に協力。協力店舗の一
つ「カフェ＆スナックれいちゃん家」が11月
にテレビ愛知と東海テレビで紹介されました。
　施策内容は、10月27日から11月2日までの
期間中、「Big Advance専用ボトルを用意して
お客様に1杯無料提供」「販促用コースターの
活用」などで、各店舗に協力金が支払われると
いうもの。「れいちゃん家」は、小川賢祐さん・
玲子さん夫妻が名古屋市中区で経営する料理
の充実したスナックで、「5月に開業したばか
りなので集客につながれば」と協力を決めま
した。呼びかけに応じてくださった皆様にと
って有益な試みとなったのであれば幸いです。

テ
レ
ビ
取
材
が
行
わ
れ
た

「
カ
フ
ェ
＆
ス
ナ
ッ
ク
れ
い
ち
ゃ
ん
家
」

愛知県生衛連「講習会」開催

中小企業支援事業「Big Advance」の
PRに組合加入店が協力
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新会員紹介 New Members 警 察 だ よ り

若い人も被害者に！
ニセ警察詐欺が多発!!

【緊急110番】
中　警　察　署 　　241-0110番
愛知県警察本部 　　951-1611番

鶏ちゃん屋 笑ん 安城市今池町1-15-13
TEL 0566-98-3798

ONE  名古屋市中区栄3-2-31 NOAビル6F
TEL 052-265-7510

Flourish
（フラリッシュ）  

名古屋市中区錦3-12-12 ハードワンビル2F
TEL 052-228-7752

えりごのみ 
名古屋市中区栄1-11-25 A-RE名古屋伏見ノースビル 1F
TEL 090-6163-3807

Cafe MARI 名古屋市東区筒井3丁目13-3
TEL 090-5858-7342

特殊詐欺被害は昨年よりも大幅増加

ニセ警察詐欺の手口の一例（電話で）

令和６年中に発生した特殊詐欺被害は約41億円でしたが、
令和７年９月末現在の被害額はすでに約60億円に及んでいます。
また、約60億円の被害の内、約37億円がニセ警察詐欺の被害です。

警察が「LINEで取調べ」…絶対にありません!!
「警察からのLINE」は詐欺を疑ってください！

対策
○「＋1」「＋44」から始まる国際電話や非通知電話には出
ずに着信拒否しましょう。

○各キャリアの迷惑電話防止サービスやアプリを使い、携
帯電話のセキュリティレベルを上げましょう。

○固定電話は常時､留守番電話設定にするか、被害防止機
能付き電話機にして、犯人と直接話さない対策をしまし
ょう。

事務局日誌
ルブラ王山

滋賀県

美容あいち会館

KKRホテル名古屋

中区役所

県庁本庁舎

豊橋市民センター

ニューサカエビル

愛旅連ビル

ウインクあいち

KKRホテル東京

全国生衛会館

自治センター

獣医師会館

ウインクあいち

福岡国際会議場ほか

愛旅連ビル

消費生活センター

○○警察（他県の警察）です。あなたに容疑がかかって
います。今日中に○○警察に出頭してください詐欺師

○○警察の××です。あなたに逮捕状が出ています。
容疑を晴らすためにあなたの口座の現金を確認します詐欺師

警察!? ○○警察なんて遠いところ、すぐには行けません被害者

LINEのビデオ通話だ…もしもし？被害者

詐欺師 では、リモートで取調べをします。LINEで連絡しましょう



愛知県社交飲食組合の
Webサイトへのアクセスはコチラ

愛知県社交飲食組合の
LINE WORKSへのご登録はコチラ
※ご登録の際は「支部名」と「店名」を明記してください。
※組合事務局からの情報受信や相互連絡にご利用いただ
　けます。

これらの融資を受けたい方は、
日本政策金融公庫へインターネットでお申し込みのうえ、
組合事務局または組合各支部へご連絡ください。 

❶ 店舗改装や備品購入などに必要な「設備資金」

❷ 営業に必要な「運転資金」

日本政策金融公庫
資 金 融 資 の ご 案 内

QRコードをご利用ください

冬号
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